
三
菱
自
に
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
供
給
明
電
舎
が
基
幹
部
品
車
載
モ
ー
タ
ー
な
ど

都市ガス用に更新した骨材乾燥炉用バー
ナー（日本道路神奈川合材センター）

工
業
炉
と
関
連
機
器

国
際
規
格
づ
く
り
日
本
主
導
で
相
次
ぎ
発
行

サ
ー
モ
テ
ッ
ク
２
０
１
３
７
月
東
京
で
開
催

　
今
年
７
月
３
―
５
日
に
は

東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
、
工
業
炉
・
熱
技

術
、
関
連
機
器
の
展
示
会

「
サ
ー
モ
テ
ッ
ク
２
０
１
３

　
第
６
回
国
際
工
業
炉
・
関

連
機
器
展
」
が
開
か
れ
る
。

主
催
は
日
本
工
業
炉
協
会
。

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
は
メ
サ
ゴ

・
メ
ッ
セ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

東
京
都
千
代
田
区
。

　
今
回
の
展
示
会
は
メ
ー
ン

テ
ー
マ
が
「
環
境
・
熱
・
未

来

見
つ
け
よ
う
！
熱
技
術

の
可
能
性

」
。
こ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
内
容
の
特
別
講

演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
高
等
専
門
学
校
や
大

学
、
国
公
立
研
究
機
関
が
、

工
業
炉
・
関
連
技
術
に
関
わ

る
各
種
技
術
を
発
表
す
る
新

企
画
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ブ
ー

ス
」
を
新
設
す
る
。

　
日
本
が
主
導
し
て
工
業
炉

の
国
際
規
格
づ
く
り
が
進
ん

で
お
り
、
一
部
で
実
を
結
び

始
め
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
こ
れ
ま
で
各
国

で
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
工
業

炉
関
連
の
規
格
を
ま
と
め
る

た
め
、
「
工
業
炉
及
び
関
連

設
備
」
の
専
門
委
員
会

Ｔ

Ｃ
２
４
４

を
２
０
０
８
年

５
月
に
新
設
し
た
。

　
Ｔ
Ｃ
２
４
４
は
工
業
炉
に

お
け
る
最
先
端
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
安
全
技
術
を
開
発
し

て
い
る
日
本
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
実
現
。
安
全
性
や
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
性
能

の
国
際
規
格
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
Ｔ
Ｃ
２
４
４
は
各
国
の
提

案
を
受
け
て
、
傘
下
に
六
つ

の
作
業
グ
ル
ー
プ

Ｗ
Ｇ

を
設
置
し
て
い
る
。

年
２

月
に
工
業
炉
全
般
の
安
全
規

格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ
１
、
燃
焼
お

よ
び
燃
料
取
り
扱
い
に
関
す

る
安
全
規
格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ

２
、
工
業
炉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

バ
ラ
ン
ス
と
効
率
の
評
価
方

法
に
関
す
る
規
格
を
扱
う
Ｗ

Ｇ
３
を
設
置
。
続
い
て

年

月
に
用
語
を
扱
う
Ｗ
Ｇ

４
、

年

月
に
制
御
シ
ス

テ
ム
の
中
の
安
全
に
関
す
る

規
格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ
５
と
雰
囲

気
炉
に
関
す
る
規
格
を
扱
う

Ｗ
Ｇ
６
が
で
き
て
い
る
。

　
Ｗ
Ｇ
１
に
つ
い
て
は
、

年
６
月
１
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３

５
７
７
―
１
と
し
て
国
際
規

格
が
発
行
に
な
っ
た
。
Ｗ
Ｇ

３
に
つ
い
て
は
、

年
１
月

３
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
５
７
９

―
１
、
同
―
２
、
同
―
３
、

同
―
４
と
し
て
、
発
行
さ
れ

た
。

　
Ｗ
Ｇ
２
は
近
く
国
際
規
格

案

Ｄ
Ｉ
Ｓ

の
投
票
に
入

る
見
通
し
。
Ｗ
Ｇ
４
は
Ｄ
Ｉ

Ｓ
の
投
票
が
終
わ
り
承
認
さ

れ
た
。
近
く
最
終
国
際
規
格

案

Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｓ

の
投
票
に

入
る
予
定
。

　
Ｗ
Ｇ
５
は

年
４
月
に
Ｄ

Ｉ
Ｓ
の
登
録
に
進
む
。
Ｗ
Ｇ

６
に
つ
い
て
は
、
２
月
に
米

国
で
Ｗ
Ｇ
会
議
を
開
催
し
た

後
、
委
員
会
原
案

Ｃ
Ｄ

登
録
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ｔ
Ｃ
２
４
４
の
第
４
回
全

体
会
議
が
、

年

月

―

日
に
京
都
市
内
で
開
催
さ

れ
た
。
今
回
は
Ｗ
Ｇ
２
、
Ｗ

Ｇ
５
、
Ｗ
Ｇ
６
の
三
つ
の
Ｗ

Ｇ
と
そ
れ
ら
の
合
同
Ｗ
Ｇ
の

会
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
う

ち
、
最
終
日
の
総
会
に
お
い

て
、
Ｗ
Ｇ
３
で
新
た
に
各
種

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
関
す
る

規
格
案
を
検
討
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

火力など電力供給関連設備日立、調達品の品質向上
納
入
先
の
現
地
審
査
徹
底
茨
城
・
日
立
事
業
所

調達品の審査を厳格化し、
製品全体の信頼性の確保に
つなげる（日立事業所）

　
【
水
戸
】
日
立
製
作
所
は
日
立
事
業
所

茨
城
県
日
立
市

で
調
達
品
の
品
質
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
始
め
た
。
火
力
事
業
部
や
受
変
電
本
部
、
日
立
Ｇ
Ｅ
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
エ

ナ
ジ
ー

Ｈ
Ｇ
Ｎ
Ｅ

で
納
入
実
績
に
と
ど
ま
ら
ず
、
納
入
先
企
業
の
現
地
審
査
を
基
本
に

す
る
な
ど
、
品
質
向
上
に
関
す
る
追
加
施
策
を
実
施
し
、
管
理
体
制
を
強
化
す
る
。
電
力
供

給
に
関
す
る
設
備
は
、
多
く
の
調
達
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
調
達
品
の
品
質
確
保
が
製
品
全

体
の
信
頼
性
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
た
。

勝
負
の
年
に

　

年
初
は

準
備
の
年

と
話
し
て
い

た
。

年
は

勝
負
の
年

と
い
う
表
現

に
変
わ
っ
た
。
約
３
年
間

は
負
の
整
理
に
追
わ
れ
た

が
、
よ
う
や
く
将
来
の
成

長
が
少
し
だ
け
見
通
せ
る

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
で
も
ま
だ

少

し
。抜
本
的
と
い
う
言
葉

を
何
度
も
口
に
し
、
社
員

に
危
機
感
を
植
え
続
け

る
。
本
来
は
攻
め
の
リ
ー

ダ
ー
。
北
沢
カ
ラ
ー
が
出

る
実
質
的
な
就
任
１
年
目

と
考
え
る
。

編
集
委
員
・
明
豊

北沢通宏氏富士電機社長
電機閉塞感打破へトップインタビュー�

車
載
用
超
小
型
積
層
セ
ラ
コ
ン
Ｔ
Ｄ
Ｋ
、
定
格
電
圧
２
倍

ソニー、ＴＶで増収狙う
新
興
国
軸
に
拡
販
、
反
転
攻
勢

平井　社長

　
ソ
ニ
ー
の
平
井
一
夫
社
長

は

日
、
２
０
１
４
年
３
月

期
以
降
に
テ
レ
ビ
事
業
で
増

収
を
目
指
す
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。
同
事
業
は
収
益
性

を
重
視
す
る
た
め
、
販
売
台

数
増
な
ど
の
規
模
を
追
わ
ず

に
黒
字
化
さ
せ
る
目
標
を
掲

げ
て
い
た
。
黒
字
転
換
後
に

新
興
国
を
中
心
に
拡
販
す

る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン

多
機
能
携
帯
電
話

の

基
本
ソ
フ
ト

Ｏ
Ｓ

に
自

社
の
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｏ
Ｓ
を
搭
載
す
る
可
能
性
も

示
し
た
。

　
ソ
ニ
ー
の
テ
レ
ビ
事
業
は

９
期
連
続
の
赤
字
が
確
実
。

年
３
月
期
は
期
初
の
販
売

計
画
を
下
方
修
正
。
前
期
比

％
減
の
１
４
５
０
万
台
に

と
ど
ま
る
見
通
し
。
先
進
国

は
価
格
下
落
が
進
む
が
、
新

興
国
は
市
場
開
拓
の
余
地
が

大
き
い
と
判
断
。
赤
字
解
消

後
に
反
転
攻
勢
に
出
る
。

　
一
方
、
成
長
エ
ン
ジ
ン
に

位
置
づ
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
シ
ェ
ア
奪
回
を
目
指

す
。
自
社
の
映
像
技
術
や
携

帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
技
術

を
取
り
込
む
。
米
ア
ッ
プ

ル
、
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
の

２
強
体
制
が
続
く
が
、
商
品

の
見
直
し
で
巻
き
返
す
。

　
端
末
の
Ｏ
Ｓ
は
現
在
、
米

グ
ー
グ
ル
「
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
」
を
搭
載
す
る
が
「
ひ
と

つ
の
Ｏ
Ｓ
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
、

中
長
期
的
に
自
社
の
プ
レ
イ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｓ
の
搭
載

可
能
性
も
示
唆
し
た
。

プレステＯＳ搭載も示唆スマホシェア奪回へ

老
朽
設
備
に
ら
み
国
内
重
視

　　 ２０１３年 平成２５年 １月１８日 金曜日 　　 （ ）

南
京
工
場
の
売
却
先

レ
ノ
ボ
が
浮
上

シ
ャ
ー
プ
、液
晶
Ｔ
Ｖ

　
シ
ャ
ー
プ
が
検
討
し
て
き

た
液
晶
テ
レ
ビ
の
南
京
工
場

南
京
市

の
売
却
先
に
、

中
国
・
聯
想

レ
ノ
ボ

が

浮
上
し
た
こ
と
が

日
分
か

っ
た
。
液
晶
テ
レ
ビ
事
業
を

運
営
す
る
現
地
法
人
を
レ
ノ

ボ
が
買
収
す
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
。
台
湾
・
鴻
海
精

密
工
業
に
売
却
す
る
当
初
計

画
を
軌
道
修
正
す
る
格
好
だ

が
、
実
現
す
れ
ば
経
営
再
建

は
前
進
す
る
。

　
シ
ャ
ー
プ
は
経
営
再
建
策

に
海
外
の
液
晶
テ
レ
ビ
組
み

立
て
３
工
場

南
京
工
場
、

メ
キ
シ
コ
工
場
、
マ
レ
ー
シ

ア
工
場

を
売
却
す
る
方
針

を
盛
り
込
み
、
鴻
海
と
交
渉

を
進
め
て
き
た
。
２
０
１
２

年
末
ま
で
に
南
京
工
場
に
つ

い
て
は
白
紙
に
な
り
、
レ
ノ

ボ
を
新
た
な
売
却
先
と
し
て

選
ん
だ
。
メ
キ
シ
コ
工
場
に

つ
い
て
は
鴻
海
と
最
終
調
整

に
入
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
工
場

は
別
の
台
湾
の
電
子
機
器
受

託
製
造
会
社
と
交
渉
中
だ
。

　
明
電
舎
は
今
月
下
旬
に
発

売
す
る
三
菱
自
動
車
の
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｐ
Ｈ
Ｖ

「
ア
ウ
ト
ラ
ン

ダ
ー
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
」
に
、
車
載

モ
ー
タ
ー
な
ど
の
基
幹
部
品

を
供
給
す
る
。
同
車
は
電
気

自
動
車

Ｅ
Ｖ

走
行
を
主

体
と
し
た
四
輪
駆
動
で
、
Ｐ

Ｈ
Ｖ
１
台
に
つ
き
モ
ー
タ
ー

２
台
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー

逆

変
換
装
置

３
台
、
発
電
機

１
台
を
納
入
す
る
。
生
産
量

の
増
加
で
、
自
動
車
機
器
事

業
の
収
益
改
善
に
つ
な
げ

る
。

　
明
電
舎
は
三
菱
自
動
車
の

Ｅ
Ｖ
「
ア
イ
ミ
ー
ブ
」
向
け

に
も
モ
ー
タ
ー
と
イ
ン
バ
ー

タ
ー
を
供
給
し
て
い
る
。
ア

イ
ミ
ー
ブ
は
モ
ー
タ
ー
と
イ

ン
バ
ー
タ
ー
が
１
台
ず
つ
だ

が
、
ア
ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
Ｐ
Ｈ

Ｅ
Ｖ
は
走
行
関
連
の
部
品
点

数
が
大
幅
に
増
え
る
。

　
モ
ー
タ
ー
を
生
産
す
る
甲

府
明
電
舎

山
梨
県
中
央

市

、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
を
生

産
す
る
沼
津
事
業
所

静
岡

県
沼
津
市

は
Ｅ
Ｖ
と
Ｐ
Ｈ

Ｖ
用
の
ラ
イ
ン
を
共
通
化
し

て
い
る
た
め
、
大
き
な
設
備

投
資
は
発
生
し
な
い
。
現

在
、
Ｅ
Ｖ
市
場
は
販
売
が
伸

び
悩
ん
で
お
り
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
向

け
の
需
要
を
取
り
込
む
。

　
ア
ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
Ｐ
Ｈ
Ｅ

Ｖ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
多
目
的
車

Ｓ
Ｕ
Ｖ

と
し
て
は
、
初

め
て
の
Ｐ
Ｈ
Ｖ
。
初
年
度
の

販
売
目
標
台
数
は
４
０
０
０

台
で
、
予
約
も
好
調
と
い

う
。

　
明
電
舎
は
三
菱
自
動
車
以

外
に
、
国
内
外
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
数
社
か
ら
エ
コ
カ
ー

向
け
モ
ー
タ
ー
の
試
作
開
発

を
受
託
し
て
い
る
。

　
―
足
元
の
事
業
環
境
は
。

　
「
良
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

一
番
厳
し
か
っ
た
中
国
は
多

分
底
を
打
っ
た
。
発
電
や
社

会
イ
ン
フ
ラ
は
堅
調
。
パ
ワ

ー
半
導
体
の
不
振
を
自
動
販

売
機
が
補
う
形
だ
。
パ
ワ
ー

半
導
体
も
２
０
１
３
年
１
―

３
月
期
に
黒
字
化
す
る
だ
ろ

う
」

　
―
自
販
機
は
国
内
で
省
エ

ネ
型
へ
の
切
り
替
え
需
要
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
長
く
収

益
に
貢
献
し
ま
す
か
。

　
「
長
く
て
３
年
間
と
み
て

い
る
。
た
だ
し
中
国
や
ア
ジ

ア
で
も
同
じ
現
象
が
起
こ

る
。
国
内
と
並
行
し
海
外
市

場
で
勝
負
す
る
。
中
国
工
場

に
投
資
を
し
た
た
め
、
次
は

東
南
ア
ジ
ア
。
秋
に
タ
イ
で

電
源
装
置
な
ど
の
新
工
場
が

稼
働
す
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
自
販
機
の

生
産
も
検
討
し
て
い
る
」

　
―
自
販
機
以
外
の
事
業
で

も
海
外
売
上
高
比
率
を
伸
ば

す
考
え
で
す
か
。

　
「
社
長
就
任
時
に
４
割
に

し
よ
う
と
し
た
が
、
少
し
冷

静
に
な
っ
た
。
今
は
３
割
あ

れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。

む
し
ろ
日
本
全
体
が
再
生
サ

イ
ク
ル
に
入
り
、
も
う
一
度

国
内
を
重
視
す
る
。
笹
子
ト

ン
ネ
ル
で
は
な
い
が
、
産
業

界
で
も
老
朽
化
し
た
工
場
設

備
が
多
く
あ
り
、
安
全
・
省

エ
ネ
需
要
に
対
応
し
た
い
」

　
―
赤
字
事
業
の
対
策
な
ど

構
造
改
革
が
進
み
、
攻
め
る

分
野
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。

　
「

重
電
の
富
士
電
機

と
あ
ま
り
言
っ
て
ほ
し
く
な

い
。
こ
れ
か
ら
投
資
や
Ｍ
＆

Ａ

合
併
・
買
収

は
パ
ワ

ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
産

業
機
器
に
集
中
す
る
。
社
内

で
は

機
電
一
体

と
話
し

て
い
る
が
、
電
機
メ
ー
カ
ー

が
機
械
系
の
会
社
を
フ
ォ
ロ

ー
す
る
協
業
な
ど
も
国
内
外

で
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
た
だ

し
当
面
は
売
上
高
に
こ
だ
わ

ら
ず
収
益
を
徹
底
的
に
重
視

す
る
」

　
―
半
導
体
で
は
ル
ネ
サ
ス

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
津
軽

工
場

現
富
士
電
機
津
軽
セ

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

を
買
収
し

ま
し
た
。
今
後
の
投
資
に
対

す
る
戦
略
は
。

　
「
パ
ワ
ー
半
導
体
は
中
期

的
に
売
上
高
を
１
２
０
０
億

円

現
在
約
８
０
０
億
円

ま
で
伸
ば
す
。
山
梨
の
８

と
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
投
資
、

津
軽
の
買
収
で
前
工
程
は
、

１
２
０
０
億
円
を
生
み
出
す

体
制
が
で
き
た
。
あ
と
は
市

場
が
広
が
る
国
で
後
工
程
の

投
資
を
段
階
的
に
行
う
」

　
―
炭
化
ケ
イ
素

Ｓ
ｉ

Ｃ

の
実
用
化
は
。

　
「
そ
ん
な
に
急
い
で
い
な

い
が
、
当
社
の
柱
。
用
途
の

開
発
を
含
め
こ
れ
ま
で
に
な

い
人
員
体
制
を
組
ん
で
い

る
。
来
年
は
楽
し
み
。
自
社

の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
が
一
番
近

い
。
自
動
車
は
慎
重
に
や

る
」

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は

日
、
他
社
製

品
に
比
べ
て
定
格
電
圧
を
２

倍
に
引
き
上
げ
た
車
載
用
の

超
小
型
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ

ン
デ
ン
サ
ー

写
真
、
一
目

盛
り
は
１

を
開
発
し

た
と
発
表
し
た
。
市
場
で

品
が
主
流
の
と
こ
ろ
に

品
を
追
加
。
寸
法
は
０
６

０
３

０
・
６

×
０
・
３

を
実
現
し
て
お
り
、

自
動
車
の
機
能
向
上
に
貢
献

す
る
。
タ
イ
ヤ
空
気
圧
監
視

シ
ス
テ
ム
や
キ
ー
レ
ス
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
回

路
に
搭
載
し
、
ノ
イ
ズ
除
去

の
役
割
を
担
う
。
サ
ン
プ
ル

価
格
は
１
個
当
た
り
３
円
。

国
内
で
月
３
億
個
の
生
産
体

制
を
構
築
し
て
お
り
、
１
月

に
量
産
を
始
め
る
。

　
受
変
電
本
部
で
は
、
こ
れ

ま
で
重
大
な
不
良
が
な
け
れ

ば
実
績
認
定
で
机
上
で
の
書

類
審
査
を
主
眼
に
、
製
造
現

場
は
見
学
程
度
と
し
て
い

た
。
だ
が
、
よ
り
一
層
の
品

質
確
保
を
狙
っ
て
現
地
審
査

を
基
本
と
し
、
遮
断
器
や
変

圧
器
な
ど
の
重
要
調
達
品
に

関
し
て
は
実
績
認
定
を
不
可

と
し
た
。

　
ま
た
、
既
存
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
は
な
か
っ
た
重
点

審
査
部
分
の
明
確
化
や
点
数

評
価
方
式
の
採
用
、
製
品
専

門
技
術
者
を
同
行
さ
せ
る
よ

う
に
変
更
。
２
０
１
２
年
度

は
重
要
調
達
品
の
受
注

社

を
対
象
と
し
た
。

　
火
力
事
業
部
で
も
、
購
入

品
の
実
績
定
義
を
見
直
し
、

厳
密
な
管
理
に
変
更
し
た
ほ

か
、
Ｈ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
も
購
入
品
の

致
命
特
性
を
明
確
化
し
、
十

分
な
検
証
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
管
理
体
制
を
強
化
し
た
。

大
垣
中
央
事
業
所
を

ス
マ
ホ
向
け
に
改
修

イ
ビ
デ
ン

　
【
岐
阜
】
イ
ビ
デ
ン
は
パ

ソ
コ
ン
用
Ｉ
Ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
生
産
す
る
大
垣
中
央
事
業

所

岐
阜
県
大
垣
市

で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能

携
帯
電
話

や
簡
易
情
報
端

末
に
使
う
超
小
型
Ｉ
Ｃ
パ
ッ

ケ
ー
ジ

Ｃ
Ｓ
Ｐ

も
生
産

で
き
る
よ
う
、
８
月
稼
働
を

め
ど
に
生
産
ラ
イ
ン
を
改
造

す
る
。
情
報
機
器
の
人
気
が

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
に
移
る
状
況
に
対

応
す
る
。
投
資
額
や
生
産
能

力
は
非
公
表
。

　
大
垣
中
央
事
業
所
は
一
時

閉
鎖
し
、
同
工
場
の
パ
ソ
コ

ン
用
Ｉ
Ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
生
産

は
大
垣
事
業
所

同
大
垣

市

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
工
場
に

移
し
た
。
大
垣
中
央
が
再
稼

働
す
る
と
、
同
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｐ

生
産
は
河
間
事
業
所

同

、
フ
ィ
リ
ピ
ン
工
場

と
合
わ
せ
３
拠
点
体
制
と
な

る
。


